
▲夏休み、思川で開催されたカヌー体験教室
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傍聴席へどうぞ傍聴席へどうぞ
車いす席もあります

令和３年  第３回定例会は
9 月 1 日  開会

　
人
が
一
生
で
出
会
う
人

間
は
、平
均
約
３
万
人
。世

界
の
中
で
人
が
出
会
う
確

率
は
約
25
万
分
の
１
だ
そ

う
で
す
。出
会
い
は
も
う

奇
跡
と
い
え
ま
す
。こ
の

議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
、

奇
跡
に
も
出
会
え
る
方
々

に
、
こ
れ
か
ら
も
分
か
り

や
す
く
、
ま
た
見
や
す
い

議
会
だ
よ
り
を
作
っ
て
い

き
た
い
。初
め
て
の
広
報

班
に
な
り
初
め
て
編
集
後

記
の
担
当
に
な
っ
た
私
の

思
い
で
す
。鈴

木
俊
二
議
員

編
集
・
発
行
責
任
者

議
　
長
　

東
馬
場
　
弘

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　
　
　（
広
報
班
）

班
　
長    

和
田

里
志

副
班
長    

有
川

洋
美

委
　
員      

新
福   

愛
子

竹
下
日
出
志

峯
下      

洋

田
口   

幸
一

湯
之
原
一
郎

鈴
木   

俊
二

岩
下
陽
太
郎

松
元   

卓
也

萩
原   

哲
郎

編
集
後
記

傍 聴 席傍 聴 席傍 聴 席から傍 聴 席傍 聴 席傍 聴 席からからから
● 議会が行政チェックするという点で、以前より
良くなっていると感じる。議員も市側の言うな
りとはならず、自分で勉強や調査をし、市との意
思疎通を図り、議員相互も意見を戦わせて市政
発展のため、それぞれががんばってほしい。

● 野球教室だけでも決まれば一つでも子ども達に
嬉しい報告ができて、コロナ禍で我慢している
ところでホッとする事だと思います。楽しい事
を作り出しておくことも必要だと思います。

● 市長の答弁が的確で、自分の言葉で話されるの
がとても分かりやすく納得がいった。傍聴に来
て良かった。

● 初めて市議会を傍聴しました。多角的な視点で、
姶良市がよりよくなるよう議論が行われ、実行
できるよう、議会運営が行われればと願います。
議員は市民の代表です。

● 「ネガティブ・ケイパビリティ」という言葉を初
めて知りました。パンデミック時代、自然災害を
身近に察知しなければならない時代になり、耳
に入れたくない言葉がまん延する社会になって
きました。負のスパイラルに自分が巻き込まれ
ないためにも、常に明るい発見や発想が必要だ
なと思いました。

● 「全国から集まる大学」という考えを聞いて、姶
良はそういう土地の可能性を充分そなえている
と捉えなければ、姶良の土地の可能性は見えて
こないと思いました。「姶良カルデラ」火山の地
質学研究大学等、世界が注目する素地をもって
いる鹿児島です。その中央にある姶良市です！
地質学は農業、防災にもつながり身近な環境を
研究することなので、住んで暮らしてこそおも
しろい研究者が育成されていくのではないのか
と思うところでした。

お詫びと訂正お詫びと訂正
前号NO.42 号、P5の堂森忠夫議員の反対討論
【誤】　「本庁舎を耐震構造にすると」
【正】　「本庁舎を免震構造にすると」
でした。お詫びして訂正させて頂きます。

画題　「躍る」　南日本写真展入選作品

　５月４･５日、思川河川敷に掲げられていた「鯉のぼり」がライト
アップされました。
　この写真は、いつも議会だよりを楽しみにしているという川尻
宣博さん（松原町）から提供されたものです。
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その時、議会は？ 付帯決議ｐ2
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議
論
白
熱
！

補
正
予
算
案
に
修
正
動
議

「
付
帯
決
議
」

一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会
６
月
30
日

令和３年 第２回臨時会／第２回定例会

本
会
議（
７
月
６
日
）

　
５
月
６
日
、
令
和
３
年
第
２
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
条
例
の
改
正
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
予
算
を
承

認
し
、
教
育
長
及
び
教
育
委
員
の
人
事

案
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
６
月
14
日
か
ら
７
月
６
日
ま
で
23
日

間
の
日
程
で
、
第
２
回
定
例
会
を
開
催

し
、
当
初
予
算
で
減
額
修
正
さ
れ
た
２

事
業
が
、
補
正
予
算
と
し
て
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で

は
、
市
長
に
出
席
を
求
め
る
な
ど
議
論

が
白
熱
し
、
修
正
動
議
も
出
さ
れ
ま
し

た
が
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
、
多
く
の
討
論
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
後
、
姶
良
市

議
会
と
し
て
初
め
て
の
付
帯
決
議
を
発

議
し
可
決
し
ま
し
た
。

その時、議会は？

修
正
案
は

賛
成
少
数
で
否
決

補
正
予
算
案
に
修
正
動
議

　
５
月
６
日
、
令
和
３
年
第
２
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
条
例
の
改
正
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
予
算
を
承

認
し
、
教
育
長
及
び
教
育
委
員
の
人
事

賛
成
少
数
で
否
決

　
今
回
の
主
な
補
正
予
算
は
、ふ
る
さ
と
納
税
事
業

の
拡
充
の
ほ
か
、国・県
の
補
助
金
の
交
付
内
示
に

伴
う
経
費
等
の
計
上
で
、補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算

総
額
は
、３
３
１
億
２
５
０
７
万
３
千
円
で
す
。

　
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

23

間
の
日
程
で
、
第
２
回
定
例
会
を
開
催

し
、
当
初
予
算
で
減
額
修
正
さ
れ
た
２

事
業
が
、
補
正
予
算
と
し
て
提
出
さ
れ

　
一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で

は
、
市
長
に
出
席
を
求
め
る
な
ど
議
論

が
白
熱
し
、
修
正
動
議
も
出
さ
れ
ま
し

　
本
会
議
で
は
、
多
く
の
討
論
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
後
、
姶
良
市

議
会
と
し
て
初
め
て
の
付
帯
決
議
を
発

23
日

間
の
日
程
で
、
第
２
回
定
例
会
を
開
催

総
額
は
、３
３
１
億
２
５
０
７
万
３
千
円
で
す
。

総
額
は
、３
３
１
億
２
５
０
７
万
３
千
円
で
す
。

　
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
を
拡
充

●

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
開
催

●

高
等
教
育
機
関
へ
の
意
向
調
査

●

教
育
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

●

教
育
環
境
を
よ
り
快
適
に
整
備

●

現
役
プ
ロ
選
手
に
よ
る
野
球
教
室

●

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

その時、議会は？

原
案

可
決
後

論
点
①

「
亜
細
亜
大
学
出
身

プ
ロ
野
球
選
手
に
よ
る
野
球
教
室
」

　
再
提
出
に
あ
た
り
、新
た
に
県
の
地
域
振
興
推
進

事
業
補
助
金
の
内
示
を
受
け
た
。ま
た
、開
催
を
求

め
る
１
２
０
０
名
の
署
名
提
出
が
あ
っ
た
。

・
子
ど
も
達
に
夢
を
与
え
ら
れ
る
事
業
で
あ
る
。

・
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
す
る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
。

・
開
催
を
求
め
る
署
名
は
、重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

・
亜
細
亜
大
学
と
の
繋
が
り
は
貴
重
で
あ
る
。

・
確
実
に
で
き
る
時
期
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　事
業
と
し
て
は
、異
論
は
無
か
っ
た
が
、実
施
時
期
に

つ
い
て
争
点
と
な
り
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

〇
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、実
施
す
べ
き
と
の
意
見

・
市
民
が
元
気
に
な
る
。実
施
す
べ
き
。

・
来
年
で
は
開
催
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
。

〇
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、延
期
す
べ
き
と
の
意
見

・
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、行
う
べ
き
で
は
な
い
。

・
安
心
し
て
実
施
で
き
る
状
況
で
行
う
べ
き
で
あ
る
。

議
員
間
討
議

論
点
②

「
高
等
教
育
機
関
へ
の
意
向
調
査
」

　
再
提
出
に
あ
た
り
、２
つ
あ
っ
た
調
査
の
う

ち
、高
校
生
へ
の
調
査
は
次
年
度
実
施
予
定
。

・
答
弁
が
曖
昧
。執
行
部
内
の
意
思
の
統
一
を

先
に
図
る
べ
き
で
あ
る
。

・
調
査
の
全
体
プ
ロ
セ
ス
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

・
執
行
部
も
先
が
見
え
て
い
な
い
。

・
結
論
を
先
送
り
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
。

・
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
な
の
で
い
い
提
案
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

議
員
間
討
議

論
点
③

「
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
開
催
」

・
県
の
地
域
振
興
推
進
事
業
補
助
金
の
内
示

を
受
け
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

・
若
者
が
集
ま
る
こ
と
は
い
い
こ
と
で
あ
る
。

・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
安
全
安
心
な
時
期
に

行
っ
て
ほ
し
い
。

・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
評
価
で

き
る
。

・
環
境
へ
の
配
慮
が
不
十
分
で
あ
る
。

・
コ
ロ
ナ
禍
で
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
理
に
か

な
っ
て
い
る
。

議
員
間
討
議

今年1月に行われたドライブインシアター（姶良公民館
グラウンド）

一
般
会
計
補
正
予
算
に

対
す
る「
付
帯
決
議
」

一.

野
球
教
室
は
プ
ロ
野
球
選

手
な
ど
と
の
契
約
に
お
い

て
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ

と
を
充
分
に
留
意
し
、縮

小
、中
止
す
る
こ
と
も
考

慮
し
た
内
容
に
す
る
こ

と
。

二.

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー

は
、市
民
が
望
む
会
場
設

定
を
行
う
と
と
も
に
、そ

の
会
場
の
周
辺
住
民
に
対

す
る
騒
音
や
交
通
渋
滞

等
、生
活
環
境
に
配
慮
し

た
形
で
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
。

　可
決
さ
れ
た
条
例・予
算
に
関

し
て
付
さ
れ
る
、事
業
の
実
施
に

つ
い
て
の
意
見
や
要
望
な
ど
を

表
明
す
る
決
議
。法
的
拘
束
力
を

有
し
な
い
。

「
付
帯
決
議
」と
は
？

議
案
第
55
号

姶良市議会だより
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議
論
白
熱
！

補
正
予
算
案
に
修
正
動
議

「
付
帯
決
議
」

一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会
６
月
30
日

令和３年 第２回臨時会／第２回定例会

本
会
議（
７
月
６
日
）

　
５
月
６
日
、
令
和
３
年
第
２
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
条
例
の
改
正
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
予
算
を
承

認
し
、
教
育
長
及
び
教
育
委
員
の
人
事

案
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
６
月
14
日
か
ら
７
月
６
日
ま
で
23
日

間
の
日
程
で
、
第
２
回
定
例
会
を
開
催

し
、
当
初
予
算
で
減
額
修
正
さ
れ
た
２

事
業
が
、
補
正
予
算
と
し
て
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で

は
、
市
長
に
出
席
を
求
め
る
な
ど
議
論

が
白
熱
し
、
修
正
動
議
も
出
さ
れ
ま
し

た
が
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
、
多
く
の
討
論
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
後
、
姶
良
市

議
会
と
し
て
初
め
て
の
付
帯
決
議
を
発

議
し
可
決
し
ま
し
た
。

その時、議会は？

修
正
案
は

賛
成
少
数
で
否
決

　
今
回
の
主
な
補
正
予
算
は
、ふ
る
さ
と
納
税
事
業

の
拡
充
の
ほ
か
、国・県
の
補
助
金
の
交
付
内
示
に

伴
う
経
費
等
の
計
上
で
、補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算

総
額
は
、３
３
１
億
２
５
０
７
万
３
千
円
で
す
。

　
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
を
拡
充

●

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
開
催

●

高
等
教
育
機
関
へ
の
意
向
調
査

●

教
育
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

●

教
育
環
境
を
よ
り
快
適
に
整
備

●

現
役
プ
ロ
選
手
に
よ
る
野
球
教
室

●

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

その時、議会は？

原
案

可
決
後

論
点
①

「
亜
細
亜
大
学
出
身

プ
ロ
野
球
選
手
に
よ
る
野
球
教
室
」

　
再
提
出
に
あ
た
り
、新
た
に
県
の
地
域
振
興
推
進

事
業
補
助
金
の
内
示
を
受
け
た
。ま
た
、開
催
を
求

め
る
１
２
０
０
名
の
署
名
提
出
が
あ
っ
た
。

・
子
ど
も
達
に
夢
を
与
え
ら
れ
る
事
業
で
あ
る
。

・
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
す
る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
。

・
開
催
を
求
め
る
署
名
は
、重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

・
亜
細
亜
大
学
と
の
繋
が
り
は
貴
重
で
あ
る
。

・
確
実
に
で
き
る
時
期
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　事
業
と
し
て
は
、異
論
は
無
か
っ
た
が
、実
施
時
期
に

つ
い
て
争
点
と
な
り
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

〇
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、実
施
す
べ
き
と
の
意
見

・
市
民
が
元
気
に
な
る
。実
施
す
べ
き
。

・
来
年
で
は
開
催
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
。

〇
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、延
期
す
べ
き
と
の
意
見

・
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、行
う
べ
き
で
は
な
い
。

・
安
心
し
て
実
施
で
き
る
状
況
で
行
う
べ
き
で
あ
る
。

議
員
間
討
議

論
点
②

「
高
等
教
育
機
関
へ
の
意
向
調
査
」

　
再
提
出
に
あ
た
り
、２
つ
あ
っ
た
調
査
の
う

ち
、高
校
生
へ
の
調
査
は
次
年
度
実
施
予
定
。

・
答
弁
が
曖
昧
。執
行
部
内
の
意
思
の
統
一
を

先
に
図
る
べ
き
で
あ
る
。

・
調
査
の
全
体
プ
ロ
セ
ス
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

・
執
行
部
も
先
が
見
え
て
い
な
い
。

・
結
論
を
先
送
り
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
。

・
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
な
の
で
い
い
提
案
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

議
員
間
討
議

論
点
③

「
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
開
催
」

・
県
の
地
域
振
興
推
進
事
業
補
助
金
の
内
示

を
受
け
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

・
若
者
が
集
ま
る
こ
と
は
い
い
こ
と
で
あ
る
。

・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
安
全
安
心
な
時
期
に

行
っ
て
ほ
し
い
。

・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
評
価
で

き
る
。

・
環
境
へ
の
配
慮
が
不
十
分
で
あ
る
。

・
コ
ロ
ナ
禍
で
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
理
に
か

な
っ
て
い
る
。

議
員
間
討
議

今年1月に行われたドライブインシアター（姶良公民館
グラウンド）

一
般
会
計
補
正
予
算
に

対
す
る「
付
帯
決
議
」

一.

野
球
教
室
は
プ
ロ
野
球
選

手
な
ど
と
の
契
約
に
お
い

て
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ

と
を
充
分
に
留
意
し
、縮

小
、中
止
す
る
こ
と
も
考

慮
し
た
内
容
に
す
る
こ

と
。

二.

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー

は
、市
民
が
望
む
会
場
設

定
を
行
う
と
と
も
に
、そ

の
会
場
の
周
辺
住
民
に
対

す
る
騒
音
や
交
通
渋
滞

等
、生
活
環
境
に
配
慮
し

た
形
で
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
。

　可
決
さ
れ
た
条
例・予
算
に
関

し
て
付
さ
れ
る
、事
業
の
実
施
に

つ
い
て
の
意
見
や
要
望
な
ど
を

表
明
す
る
決
議
。法
的
拘
束
力
を

有
し
な
い
。

「
付
帯
決
議
」と
は
？

議
案
第
55
号
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その時、議会は？ その時、議会は？

堂
森
忠
夫
議
員

　
野
球
教
室
と
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
シ
ア
タ
ー
開
催
費
を
減
額

し
た
修
正
案
を
委
員
会
に
提

出
し
た
が
否
決
さ
れ
た
。
２

年
計
画
で
の
官
民
一
体
型
の

協
働
作
業
に
な
る
よ
う
再
考

を
求
め
る
。
今
は
市
民
の
安

全
安
心
の
た
め
コ
ロ
ナ
予
防

接
種
を
進
め
る
時
期
で
あ

る
。

松
元
卓
也
議
員

　
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー

と
プ
ロ
野
球
選
手
に
よ
る
野

球
教
室
は
、
開
催
時
期
が
年

末
で
あ
り
人
流
や
滞
留
を
ま

き
起
こ
す
可
能
性
の
高
い
事

業
で
あ
る
。
安
全
安
心
を
確

保
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
開

催
時
期
の
変
更
を
求
め
る
。

コ
ロ
ナ
禍
中
に
提
案
さ
れ
る

事
業
で
は
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍

に
対
応
す
る
経
済
対
策
等
を

図
る
べ
き
で
あ
る
。

萩
原
哲
郎
議
員

　
野
球
教
室
開
催
に
つ
い
て

は
、
当
初
予
算
案
で
賛
成
少

数
で
否
決
さ
れ
そ
の
後
、
修

正
案
が
出
さ
れ
賛
成
多
数
で

議
決
さ
れ
る
異
例
の
過
程
を

経
て
い
る
。
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

シ
ア
タ
ー
開
催
場
所
が
審
査

中
に
い
と
も
簡
単
に
変
更
さ

れ
た
。
世
界
中
が
、
コ
ロ
ナ

で
心
を
痛
め
て
い
る
。
な
ぜ

今
な
の
か
不
思
議
で
な
ら
な

い
。
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
か

ら
で
も
遅
く
な
い
。

森
川
和
美
議
員

　
補
正
予
算
と
は
、
年
度
内

事
業
推
進
の
過
程
に
お
い
て

不
足
す
る
も
の
を
補
う
事
業

と
、
緊
急
に
予
算
を
組
む
べ

き
事
態
が
発
生
し
た
時
に
対

し
て
の
提
案
が
基
本
で
あ

る
。
ま
た
、
一
部
の
対
象
者

だ
け
で
は
な
く
幅
広
く
市
民

に
恩
恵
が
行
き
渡
る
事
が
条

件
で
あ
り
、
地
域
振
興
に
も

及
ば
な
い
。
従
っ
て
、
野
球

教
室
・
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア

タ
ー
事
業
が
組
み
込
ん
で
あ

る
補
正
予
算
に
反
対
。

竹
下
日
出
志
議
員

　
学
校
教
育
機
関
の
整
備
に

よ
り
、
教
職
員
間
の
長
時
間

労
働
の
改
善
と
負
担
軽
減
が

図
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
向
き
合
う
時

間
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
や
、

職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
潤
滑
化
に
も
寄
与

す
る
と
考
え
る
。

　
野
球
教
室
は
、
市
民
の
希

望
に
繋
が
り
、
歴
史
と
記
憶

に
残
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

犬
伏
浩
幸
議
員

　
野
球
教
室
は
、
子
ど
も
達

の
夢
や
希
望
を
育
む
事
業
で

あ
る
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
シ
ア
タ
ー
は
、
ま
さ
に
コ

ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
事
業
で

あ
り
、
子
育
て
世
代
を
中
心

に
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て

頂
け
る
と
考
え
る
。
そ
の
他

の
事
業
も
含
め
、
総
合
計
画

等
と
も
整
合
が
図
ら
れ
て
お

り
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

小
山
田
邦
弘
議
員

　
出
し
直
し
の
高
等
教
育
企

画
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
関
連
で

も
な
く
緊
急
性
も
認
め
ら
れ

な
い
。
し
か
し
、
市
長
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
、
市
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
り
、
今
後

も
本
気
で
取
り
組
む
の
で
あ

れ
ば
、
ま
ず
は
事
業
の
全
体

像
を
描
く
こ
と
と
若
者
の
学

び
を
支
援
す
る
風
土
を
つ
く

る
こ
と
を
求
め
て
了
と
す

る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

最終本会議［7月6日］

活発な賛否の意見！
賛 成1414 反 対 ７７
議案第55号 一般会計補正予算を原案可決

コロナ禍を乗り切るための予算
～市民の生命と財産を守る予算の迅速な執行を～

　５つの支援事業の総額は4億8451万円です。
　令和３年第２回定例会終了時点で、国から交付される新型コロナウイルス感染症対応地方創
生臨時交付金は総額で16億1607万円、交付金の残額が1億6490万円です。
　今後も的確かつ適切な執行をチェックしていきます。

支援事業

04 自立につなげるための
支援金

社会福祉協議会の総合支援資金の再貸付を
終了した、または再貸付を申請したが不承認
とされたとの事情でさらなる貸付を利用でき
ず生活困窮している世帯への支援。 

支給見込総数  50世帯

予算額 1,224万円

教育の質の向上と
教職員の働き方改革

教職員の業務改善を図ることを目的に、市
内全小・中学校に校務支援システムと学校
用グループウェアの整備、校務用パソコン
の更新。

予算額 2億2,634万円

４月から６月までに
追加された支援策
５つの支援事業を紹介

迅速な予算執行を求める！議 会

支援事業

05

医療機関での感染拡大
防止対策

市内医療機関への新規入院患者対象のPCR
検査に要した費用を助成。
　　　 積算根拠

20,000円×650人×6か月（4～9月）

予算額 7,800万円

支援事業

02

低所得のひとり親世帯
支援対策

コロナ禍が長期化する中で、食費等による支
出増加の影響を勘案し、支給。

児童１人につき　一律５万円

予算額 7,143万円

支援事業

01

低所得の子育て世帯
支援対策

コロナ禍が長期化する中で、食費等による支
出増加の影響を勘案し、（低所得のひとり親
世帯以外に）支給。

児童１人につき　一律５万円

予算額 9,650万円

支援事業

03
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現
ࡏ
࢖
༻
中
の
ٹ
ॿ
޻
࡞
ं
は
、
導
入
か
ら
19
年
が
ܦ
ա

し
、
ं
྆
及
び
積
ࡌ
ࢿ
機
ࡐ
に
ܦ
年
ྼ
Խ
が
見
ら
れ
る
た
め

ߋ
新
し
ま
す
。
औ
ಘ
す
る
ं
྆
は
、
２
ɾ
̕
̓
ま
で
の
ॏ
ྔ
෺

を
௻
り
上
げ
ら
れ
る
Ϋ
Ϩ
ồ
ϯ
΍
、
̑
̓
の
ো
害
෺
আ
ڈ
に

׆
༻
す
る
ϑ
ϩ
ϯ
τ
΢
Π
ϯ
ν
な
ど
、
֤
種
災
害
に
対
Ԡ
が

Մ
ೳ
で
、
市
ຽ
の
「
安
全
ɾ
安
৺
」
に
د
༩
す
る
ࢿ
機
ࡐ
を

૷
備
し
ま
す
。

औ
ಘ
ۚ
ֹ
　
１
ԯ
２
̕
̓
̔
ສ
̔
̌
̓
̔
ԁ

ࢦ
໊
ڝ
૪
入
ࡳ
に
よ
り
決
定

押
印
の
見
直
し

白
浜
地
区
住
民
の
緊
急

待
機
場
所
を
確
保

救
助
工
作
車
を
導
入

条　例

公有水面
埋立ての承認

財産の
取得

　
ߦ
政
事
務
の
σ
δ
λ
ϧ
Խ
に
よ
る
市
ຽ
α
ồ

Ϗ
ε
向
上
の
؍
఺
か
ら
、
֤
種
申
請
書
の
申
請

者
の
ԡ
ҹ
ɾ
自
ॺ
を
見
直
し
ま
す
。

見
直
し
の
方
針
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

法
令
に
定
め
の
あ
る
も
の
΍
、
実
ҹ
等
を
求

め
て
い
る
も
の
な
ど
特
段
の
事
৘
が
な
い
ݶ
り
、

ݸ
人
の
認
ূ
ɾ
本
人
確
認
ɾ
本
人
の
意
ࢥ
ද
ࣔ

と
し
て
の
ԡ
ҹ
は
求
め
な
い
こ
と
を
基
準
に
見

直
し
ま
す
。
全
ி
的
な
確
認
࡞
業
を
ߦ
っ
て
お

り
、
本
年
中
の
׬
ྃ
を
༧
定
し
、
݁
Ռ
に
ͭ
い

て
は
市
ϗ
ồ
Ϝ
ϖ
ồ
δ
に
ܝ
ࡌ
し
ま
す
。

　
国
ಓ
10
߸
の
４
ं
ઢ
Խ
整
備
後
も
現
ࡏ
と
ಉ
༷

に
、
災
害
࣌
の
ന
඿
地
区
住
ຽ
の
ۓ
急
଴
機
場
ॴ
確

อ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ެ
有
水
໘
の
ຒ
立
て

事
業
に
ಉ
意
す
る
意
見
書
を
ঝ
認
し
ま
し
た
。

工
事
着
手
の
見
通
し
と
概
算
工
事
費
は
ど
れ
く

ら
い
に
な
る
か
。

現
ࡏ
の
と
こ
Ζ
、
令
和
̒
年
度
޻
事
ண
ख
を
見

ࠐ
ん
で
い
る
。

　
֓
ࢉ
޻
事
費
は
̒
ԯ
̏
ઍ
ສ
ԁ
の
༧
定
で
あ
る
。

押印見直しの状況
（令和３年４月時点の調査結果）

改正前の押印手続き数………… 1485件

直近で省略するとした手続き… 890件
（約60％）

今回は見直しを見送る手続き… 179件
（約12％）

省略しない手続き……………… 282件
（約19％）

すでに省略済みの手続き……… 134件
（約９％）

令和２年度工事個所 

４車線へ拡幅 

国道10号の4車線化に伴い緊急待機場所を沖側に移設します

ల
։
ࣜ
ੵ
ࡌ
ऩ
ೲ
୨
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▼
趣
旨

　
木
田
高
井
田
地
区
の
急
傾
斜
地
に
お

け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
（
施
設
整
備
）

の
た
め
、
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を

要
請
す
る
。

▼
審
査
の
経
過

　
こ
の
請
願
は
令
和
２
年
第
４
回
定
例

会
に
提
出
さ
れ
、
継
続
審
査
と
し
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
請
願
者
よ
り
市
及
び
県
に

要
望
書
提
出
の
報
告
を
受
け
、
市
は
治

山
事
業
導
入
の
意
向
を
自
治
会
に
説
明

し
、
今
年
度
、
新
規
要
望
と
し
て
、
県

に
申
請
す
る
準
備
を
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

採
択

　
全
員
賛
成

▼
趣
旨

　
国
は
、
小
学
校
の
学
級
編
成
を
35
人

に
段
階
的
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
決
定

し
た
が
、
中
学
校
、
高
等
学
校
に
お
い

て
も
早
期
実
施
が
必
要
で
あ
る
。

　
教
職
員
定
数
改
善
に
向
け
た
財
源
を

補
償
し
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
こ
に
住
ん

で
い
て
も
、
一
定
水
準
の
教
育
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
２
分
の
１
復
元
、
複
式
学
級
基
準

の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

　
国
の
関
係
機
関
へ
の
意
見
書
提
出
を

要
請
す
る
。

▼
審
査
の
経
過

　
請
願
者
は
計
画
的
に
先
を
見
通
し
た

教
職
員
定
数
改
善
を
求
め
て
い
る
。
一

方
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
適
正
な
配

置
に
努
め
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま

し
た
。

　
委
員
会
に
お
い
て
は
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
会
議
に

て
、
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

採
択

　
賛
成 

14
名
　
反
対 

７
名

▼
賛
成
討
論

　堂
森 

忠
夫

　
教
育
環
境
を
整
え
、
複
式
学
級
を
解

消
し
、
中
学
校
で
も
特
別
枠
で
希
望
者

が
小
規
模
校
へ
通
え
る
と
学
力
向
上
に

繋
が
る
た
め
賛
成
。

▼
反
対
討
論

　新
福 

愛
子

　
趣
旨
は
賛
成
す
る
が
感
染
症
対
策
に

大
規
模
な
財
政
出
動
が
継
続
さ
れ
る
今
、

「
２
分
の
１
に
復
元
」
で
は
な
く
「
制
度

の
堅
持
」
が
妥
当
。

▼
賛
成
討
論

　有
川 

洋
美

　
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
を
守
る
た

め
に
、
教
育
現
場
の
声
を
意
見
書
と
し

て
提
出
し
、
前
進
さ
せ
て
い
き
た
い
。

木田高井田地区

▼
趣
旨

　
平
和
で
安
全
な
日
本
を
将
来
の
世
代
に
残
す
た
め

に
、
意
見
書
を
国
へ
提
出
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

▼
賛
成
討
論

　𠮷𠮷
𠮷 

賢
一

　
日
米
地
位
協
定
を
改
定
せ
ず
に
馬
毛
島
訓
練
基
地

が
で
き
る
と
、
米
軍
の
治
外
法
権
が
鹿
児
島
県
全
域
、

姶
良
市
の
空
に
も
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。

▼
反
対
討
論

　湯
之
原 

一
郎

　
種
子
島
の
１
市
２
町
の
議
会
は
、
国
に
対
し
自
衛

隊
施
設
建
設
促
進
の
要
望
を
し
て
い
る
。
積
極
的
に

判
断
を
く
だ
せ
る
立
場
に
な
い
。

▼
賛
成
討
論

　堀 

広
子

　
基
地
が
で
き
る
と
、
爆
音
被
害
等
考
え
ら
れ
る
。

対
岸
の
火
事
と
せ
ず
、
反
対
の
意
見
書
を
提
出
す
べ

き
だ
。

▼
賛
成
討
論

　有
川 

洋
美

　
基
地
は
有
事
の
際
真
っ
先
に
攻
撃
の
対
象
に
さ
れ

る
。

不
採
択
　
賛
成 

８
名
　
反
対 

13
名

継
続
審
査
２
件

・
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
の
推
進
を
求
め
る
請
願

・「
病
床
」「
病
院
」「
医
療
従
事
者
」
の
安
定
し
た

確
保
を
求
め
る
請
願

請 願

陳 情

請 願

土
砂
災
害
防
止
施
設

整
備
に
関
す
る
請
願
書

馬
毛
島
の
軍
事
基
地
建
設
に

反
対
す
る
意
見
書
提
出

教
職
員
定
数
の
改
善
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
等
に

係
る
意
見
書
提
出

請
願
者
　
　
猪
目 

一
行

紹
介
議
員
　
鈴
木 

俊
二

陳
情
者
　
山
下 

徹
志

 

坂
元 

修
治

請
願
者
　
　
瀬
戸
口 

典
久

紹
介
議
員
　
有
川 

洋
美
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本市の小中学校で浸水・土砂
災害区域に立地している学校

はあるか。
西浦と重富小学校の２校が該
当する。

ハザードマップでは、災害を
土砂・洪水・地震・津波・火

山の５つに分類している。帖佐中・
帖佐小ではすべての災害において、
重富小は土砂と洪水災害での避難
所・避難場所にふさわしくないと
判定している。
しかしながら、帖佐中は災害時
避難所、帖佐小は災害時避難場所
の看板が設置され、重富小は災害
時緊急避難場所に指定されている。
　これらの表示や避難場所・避難
所指定が非常にわかりづらい。改
善すべきではないか。

今年度中に新しいハザードマッ
プを作る。

　その中で、しっかりわかるように
表示していきたい。

● （通称）自治基本条例の制定

問

その他の質問

浸水・土砂災害

区域に立地している
学校　　　　　　　

西浦小学校と重富小学
校の２校市長

和田 里志
市政クラブ姶輝

庁舎建設の影響で、各部様々
な事業が圧縮されているが、

この建設事業費を更に削減できな
いか。

市民生活に大きな影響が及ば
ないように、市民に直結する予

算の確保に努める。
　建築予算削減では、職員専用の
バックヤード等の仕上げ材の品質を
見直す等、苦しい財政状況に影響を
与えないよう、諸費の試算・精査に
努める。

加治木支所の周辺道路・水路
整備は、どのような検討をし

ているか。
　予算処置として、都市構造再編集
中支援事業で進められないか。

庁舎の東側、西側を整備予定
路線としていて、敷地内の排水

計画や、周辺排水状況を踏まえ、歩
道の下に排水路を入れる手法も含め検
討する。
　予算的にその事業の中で出来ない
か、検討している。

支所周辺の人々は、支所２階を
津波の避難所として使えるか。
防災拠点として対応できるよう
に、バリアフリーでエレベー

ターも設置する。

新
庁
舎

建
設
事
業
費
を

削
減
で
き
な
い
か

諸
費
の
試
算
・
精
査
に
努
め

る

市
長

𠮷村 賢一
市民くらぶ

避難所・避難場所の一覧

答

問

答

問

答

問

問

答

答

市
民
目
線
で
12
人
が
市
政
を
質
す

一般質問

二次元バーコードをスマートフォ
ンのQRコードリーダーで読み取
ることで、一般質問の録画中継が
ご覧いただけます。

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
の
考
え
を
問
う
も
の
で
す
。

掲
載
内
容
は
、
各
議
員
本
人
が
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

一
般
質
問

加治木新庁舎イメージ図

６月定例月定例会 ではこんなことが決まりましたではこんなことが決まりました
●賛成全員で議決された案件

●賛否が分かれた案件（賛成＝○、反対＝×）

議案番号 議　案　名 審議結果

44 専決処分について承認を求める件（損害賠償の額の決定及び和解について） 承　　認

45 専決処分について承認を求める件（令和３年度姶良市一般会計補正予算（第２号）） 承　　認

46 姶良市行政組織の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例制定の件 原案可決

47 姶良市職員の特殊勤務手当に関する条例及び姶良市国民健康保険条例の一部を改正する条例の件 原案可決

48 押印等の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例制定の件 原案可決

54 財産の取得に関する件 可　　決

56 公有水面埋立ての承認について意見を述べる件 可　　決

57 令和３年度姶良市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

請2
（R2） 土砂災害防止施設整備に関する請願書 採　　択

号
番
案
議

議　案　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 合計

新

福

愛

子

竹

下

志
出
日

国

生

卓

峯

下

洋

田

口

幸

一

原
之
湯

一

郎

鈴

木

俊

二

湯

川

逸

郎

上

村

親

森

川

和

美

岩

下

郎
太
陽

松

元

卓

也

湯

元

秀

誠

堀

広

子

村

賢

一

和

田

里

志

谷

口

義

文

田
山
小

邦

弘

萩

原

哲

郎

堂

森

忠

夫

有

川

洋

美

犬

伏

浩

幸

場
馬
東

弘

賛

成

反

対

49 姶良市個人情報保護条例等の一部を改正する条例の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 19 2

50
姶良市指定居宅介護支援等の事業の人員
及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 19 2

51
姶良市指定地域密着型サービスの事業の
人員、設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 18 3

52

姶良市指定介護予防支援等の事業の人員
及び運営並びに指定介護予防支援等に係
る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準等を定める条例の一部を改
正する条例の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 18 3

53

姶良市指定地域密着型介護予防サービス
の事業の人員、設備及び運営並びに指定地
域密着型介護予防サービスに係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例
の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 18 3

55 令和３年度姶良市一般会計補正予算（第３号） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ × × × ○ 14 7

請2

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制
度2分の1復元、複式学級解消をはかるた
めの、2021年度政府予算に係る意見書採
択の要請について

× × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 14 7

陳1 馬毛島の軍事基地建設に反対する陳情書 × × × ○ ○ × × × ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ × ○ × 8 13

※

議
長
職
は
表
決
に
参
加
し
な
い

欠

　
　
　
　
　番

※

副
議
長
は
議
長
代
行
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本市の小中学校で浸水・土砂
災害区域に立地している学校

はあるか。
西浦と重富小学校の２校が該
当する。

ハザードマップでは、災害を
土砂・洪水・地震・津波・火

山の５つに分類している。帖佐中・
帖佐小ではすべての災害において、
重富小は土砂と洪水災害での避難
所・避難場所にふさわしくないと
判定している。
しかしながら、帖佐中は災害時
避難所、帖佐小は災害時避難場所
の看板が設置され、重富小は災害
時緊急避難場所に指定されている。
　これらの表示や避難場所・避難
所指定が非常にわかりづらい。改
善すべきではないか。

今年度中に新しいハザードマッ
プを作る。

　その中で、しっかりわかるように
表示していきたい。

● （通称）自治基本条例の制定

問

その他の質問

浸水・土砂災害

区域に立地している
学校　　　　　　　

西浦小学校と重富小学
校の２校市長

和田 里志
市政クラブ姶輝

庁舎建設の影響で、各部様々
な事業が圧縮されているが、

この建設事業費を更に削減できな
いか。

市民生活に大きな影響が及ば
ないように、市民に直結する予

算の確保に努める。
　建築予算削減では、職員専用の
バックヤード等の仕上げ材の品質を
見直す等、苦しい財政状況に影響を
与えないよう、諸費の試算・精査に
努める。

加治木支所の周辺道路・水路
整備は、どのような検討をし

ているか。
　予算処置として、都市構造再編集
中支援事業で進められないか。

庁舎の東側、西側を整備予定
路線としていて、敷地内の排水

計画や、周辺排水状況を踏まえ、歩
道の下に排水路を入れる手法も含め検
討する。
　予算的にその事業の中で出来ない
か、検討している。

支所周辺の人々は、支所２階を
津波の避難所として使えるか。
防災拠点として対応できるよう
に、バリアフリーでエレベー

ターも設置する。
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市
長

𠮷村 賢一
市民くらぶ

避難所・避難場所の一覧
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答

問

答

問

問

答

答

市
民
目
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で
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が
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政
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一般質問

二次元バーコードをスマートフォ
ンのQRコードリーダーで読み取
ることで、一般質問の録画中継が
ご覧いただけます。

一
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政
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 一般質問

地域防災計画では、豪雨時に
は巡回して、監視するなどの

災害予防に必要な措置を講じてい
るのか。

土砂災害警戒区域を中心に、
消防本部や消防団による巡回

警戒活動を行い、危険箇所に異常
がないか確認を行っている。
　また、土砂災害警戒情報が発表
された際には、防災無線等を通じ
て、土砂災害への警戒と危険を感
じたら、早めに身の安全を確保する
よう呼び掛けている。

伊集院・蒲生・溝辺線の蒲生
工区の整備
県道２区間の条件整備の進捗
を問う。
県道浦蒲生線及び、県道伊集
院蒲生溝辺線の２区間は、本

年、県において舗装工事を実施す
る。
　県道鹿児島蒲生線の１区間は、
今後、蒲生工区２期区間の進捗状
況を踏まえて、条件整備の協議を行
う。

問

地域防災計画

災害予防に必要な措置

消防本部や消防団によ
る巡回警戒活動市長

国生 卓
志成会

並木東自治会から側溝を整備
し、市道の道幅を広げるよう

要望書が提出されているが、その後
の経過を問う。

予算確保に向けて、導入可能
な補助事業等の調査を行い、

早期事業化に努めていく。今しばら
く時間を頂きたい。

市道サービスエリア線の姶良
ニュータウン側から、桜島ス

マートインターチェンジ入口までの
区間の道路改善を問う。

今後の利用状況や市全体の事
業量とのバランス等、総合的

に勘案しながら検討を進めていく。
姶良ニュータウンは、造成以
来42年が経過し、道路の穴ぼ

こ・ひび割れ等が多く見られる。常
時点検を行い、傷みの酷い所は整
備が必要と思うがどうか。

舗装の劣化状況は認識してい
る。舗装の個別施設計画を策

定し、計画的な修繕に努めている
が、全面的な改修を行うまでは、適
切な維持管理に努めていく。

市
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早
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に
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市
長

萩原 哲郎

倒木による電線を切断した場所（林道柊野宇都線）

答

問

答

問

答

問

問

答

答

重富・姶良駅のトイレの洋式
化についての見解を問う。
子どもや高齢者等、洋式化が
優しい対応と考え利用者の利

便性の向上に向け検討する。
両駅のバリアフリー化への見
解を問う。
重富駅の一日当たりの乗降客
数が約千人、姶良駅が約２千

人であり、まずは、帖佐駅の早期
バリアフリー化に向け尽力する。

姶良駅の待合所の整備につい
ての見解を問う。
通勤・通学の時間帯は乗降客
が多く、手狭な状況であり、今

後JR九州と協議していく。
帖佐駅前広場開発の進捗状
況と今後の考え方、３駅の改

札口反対側の整備についての見解
を問う。

本年４月に事業認可を受け、事
業着手した。

　今後は、用地交渉を進めていく。
　改札口反対側の整備は、今後とも
継続して要望していく。
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市
長

森川 和美

問

問

答

答

問

問

答

答

人口増に伴い、住宅地等の開
発が進む中、排水対策をどう

考えるか。
平成30年度に策定した、雨水
排水対策計画において、浸水

実績や流下能力不足となった水路
について、対策を実施している。
　具体的には、令和２年度に、イオ
ンタウン姶良周辺の排水路、思川
用水放水路に着手している。

２連ボックスを活用した道路
整備をする計画であったが、

当時の計画を再度見直す考えはな
いか。

２連ボックスは、松原地区か
ら建昌周辺に至る都市計画道

路錦原線上に位置している。
　錦原線は、平成25年に策定の都
市計画マスタープランで、「建昌周
辺の錦原線と宮島線を結ぶ路線を
検討する」としている。
　今後は、桜島スマートインター
チェンジや他の路線の交通量を見極
めたうえで、計画の見直しを検討し
たい。

問

２連ボックス

活用の見直し

計画の見直しを検討市長

湯川 逸郎

2連ボックス活用を望む

答

問

答

高岡公園周辺整備は、町へ土
地を売却した住民の善意を反

映して整備を図り、公園直下の上
木田自治会への流水整備を施せ。
また周辺の山林を購入開発し、市
民協働で桜の植林活動を図れ。

公園周辺整備は、第二次総合
計画の重点プロジェクトに位置

付けし、大型グラウンドゴルフ場設
置の有力候補として検討し、上木田
自治会への流水や山林等の整備等
を研究する。

農業・福祉・教育と連携し、
地域資源を活用した体験研修

場の計画推進に努めよ。
農業体験は、地域の話し合い
の中で、農地を守る活動方針

と位置付けされれば、関係機関と
連携し、情報収集などの支援を行
う考えである。

問

高岡公園周辺整備

上木田自治会への
流水整備を図れ　

整備を研究する市長

堂森 忠夫
志成会

答

問

答

● 総合運動公園と路線バス運行
その他の質問

● 家庭教育支援事業
● 各組織の見直し
● 高等教育機関設置

その他の質問

市民くらぶ

コロナ禍の中、経済的な理由
などで生理用品を購入・利用

できない「生理の貧困」が問題と
なっている。
　学校や公共施設等の個室トイレ
への生理用品の設置や、相談しやす
い環境づくりを考えないか。

小中学校では、保健室で対応し
ており、公共施設での無償設置

等も先進事例を調査・研究していく。
　また、必要な支援に繋がるような相談
体制など、この問題を社会問題として
意識しながら、施策を考えていきたい。

資源物集荷所の課題
加治木総合支所内の資源物集
荷所について、これまでの改

善点と複合新庁舎完成までの課題
を問う。

地域の方に多く利用され、利用
状況も年々増加している。指導員

の増員やテントの設置、中庭駐車場に
駐車スペースの確保や交通混雑の緩
和に向けた対策を講じてきた。コロナ
禍の影響で資源物の増加もあり、今後
とも、利用者や指導員の声を聞きなが
ら安全な利用継続に取り組んでいく。

問

コロナ禍

生理の貧困対策

先進事例を調査・研究市長

新福 愛子

答

問

答

33年そのままのトイレ（姶良駅）

● 新型コロナウイルスワクチン接種
その他の質問

● 糖尿病重症化予防の取り組み
その他の質問

女
性
に
や
さ
し
い
社
会
に

（
国
際
女
性
デ
ー
の
シ
ン
ボ
ル・ミ
モ
ザ
）

公明党姶良市議団 志成会

側溝整備が完了すれば安全に離合可能となる道路

林道丸岡線の入口移動の要望箇所を示す
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 一般質問

地域防災計画では、豪雨時に
は巡回して、監視するなどの

災害予防に必要な措置を講じてい
るのか。

土砂災害警戒区域を中心に、
消防本部や消防団による巡回

警戒活動を行い、危険箇所に異常
がないか確認を行っている。
　また、土砂災害警戒情報が発表
された際には、防災無線等を通じ
て、土砂災害への警戒と危険を感
じたら、早めに身の安全を確保する
よう呼び掛けている。

伊集院・蒲生・溝辺線の蒲生
工区の整備
県道２区間の条件整備の進捗
を問う。
県道浦蒲生線及び、県道伊集
院蒲生溝辺線の２区間は、本

年、県において舗装工事を実施す
る。
　県道鹿児島蒲生線の１区間は、
今後、蒲生工区２期区間の進捗状
況を踏まえて、条件整備の協議を行
う。

問

地域防災計画

災害予防に必要な措置

消防本部や消防団によ
る巡回警戒活動市長

国生 卓
志成会

並木東自治会から側溝を整備
し、市道の道幅を広げるよう

要望書が提出されているが、その後
の経過を問う。

予算確保に向けて、導入可能
な補助事業等の調査を行い、

早期事業化に努めていく。今しばら
く時間を頂きたい。

市道サービスエリア線の姶良
ニュータウン側から、桜島ス

マートインターチェンジ入口までの
区間の道路改善を問う。

今後の利用状況や市全体の事
業量とのバランス等、総合的

に勘案しながら検討を進めていく。
姶良ニュータウンは、造成以
来42年が経過し、道路の穴ぼ

こ・ひび割れ等が多く見られる。常
時点検を行い、傷みの酷い所は整
備が必要と思うがどうか。

舗装の劣化状況は認識してい
る。舗装の個別施設計画を策

定し、計画的な修繕に努めている
が、全面的な改修を行うまでは、適
切な維持管理に努めていく。
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重富・姶良駅のトイレの洋式
化についての見解を問う。
子どもや高齢者等、洋式化が
優しい対応と考え利用者の利

便性の向上に向け検討する。
両駅のバリアフリー化への見
解を問う。
重富駅の一日当たりの乗降客
数が約千人、姶良駅が約２千

人であり、まずは、帖佐駅の早期
バリアフリー化に向け尽力する。

姶良駅の待合所の整備につい
ての見解を問う。
通勤・通学の時間帯は乗降客
が多く、手狭な状況であり、今

後JR九州と協議していく。
帖佐駅前広場開発の進捗状
況と今後の考え方、３駅の改

札口反対側の整備についての見解
を問う。

本年４月に事業認可を受け、事
業着手した。

　今後は、用地交渉を進めていく。
　改札口反対側の整備は、今後とも
継続して要望していく。
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排水対策計画において、浸水

実績や流下能力不足となった水路
について、対策を実施している。
　具体的には、令和２年度に、イオ
ンタウン姶良周辺の排水路、思川
用水放水路に着手している。

２連ボックスを活用した道路
整備をする計画であったが、

当時の計画を再度見直す考えはな
いか。

２連ボックスは、松原地区か
ら建昌周辺に至る都市計画道

路錦原線上に位置している。
　錦原線は、平成25年に策定の都
市計画マスタープランで、「建昌周
辺の錦原線と宮島線を結ぶ路線を
検討する」としている。
　今後は、桜島スマートインター
チェンジや他の路線の交通量を見極
めたうえで、計画の見直しを検討し
たい。
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計画の見直しを検討市長
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映して整備を図り、公園直下の上
木田自治会への流水整備を施せ。
また周辺の山林を購入開発し、市
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場の計画推進に努めよ。
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と位置付けされれば、関係機関と
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う考えである。
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その他の質問
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● 各組織の見直し
● 高等教育機関設置
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なっている。
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ており、公共施設での無償設置

等も先進事例を調査・研究していく。
　また、必要な支援に繋がるような相談
体制など、この問題を社会問題として
意識しながら、施策を考えていきたい。
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荷所について、これまでの改
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を問う。
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状況も年々増加している。指導員
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● 糖尿病重症化予防の取り組み
その他の質問

女
性
に
や
さ
し
い
社
会
に

（
国
際
女
性
デ
ー
の
シ
ン
ボ
ル・ミ
モ
ザ
）

公明党姶良市議団 志成会

側溝整備が完了すれば安全に離合可能となる道路

林道丸岡線の入口移動の要望箇所を示す
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一般質問

これからの授業は、学力をつ
けることと併せ、情報を活用す

る力を育成することが重要である。
ＩＣＴ活用の取り組みとして、リーフ
レットを作成する考えはないか。

本市では、児童生徒用（小学校
下学年・上学年・中学生）・保護

者用・教師用のリーフレットを作成し、
一学期中に配布する予定である。

教師への取り組みを問う。

夏季休業中、小中学校の教職
員を対象に、研修会を開催する。

避難情報対策

個別避難計画
手助けが必要な人ごとに避難
ルート等を、事前に決める「個

別避難計画」作成を考えないか。
今年度中に、モデル地区を複数
選定する。情報提供に同意した

要支援者やその家族、福祉専門職、
民生委員等の協力を得て地区で作
成した個別計画を基に、個別避難計
画の作成を進める。

問

GIGAスクール

リーフレットの作成

一学期中に配布予定教育長

竹下 日出志

若者の地元志向のニーズに応
えるための事業や活動を行っ

ているか。
かごしま連携中枢都市圏を形
成する４市で、圏域における

人口規模の維持を図るとともに、魅
力的な進学先・就職先を作り出して
いくことで若者の流出を食い止め、
一度県外に出た若者のUターンを促
進するための施策や事業を掲げ、取
り組んでいる。

高等教育機関（大学）の設置
は、今後どのような調査等を

行えば結論を出せるのか。
今後、必要となる調査は、『主
に首都圏大学の地方への進出

等の意向調査』や『県内の高校生と
その保護者及び高校の進路指導教諭
へのニーズ調査等』があげられる。
それぞれの調査結果を客観的に分析
することにより、明確にできると考え
ている。

若
者
支
援

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業

魅
力
的
な
就
職
先
等
を
作

り
出
し
て
い
く

市
長

岩下 陽太郎

問

答

問

答

答

問

答

問

答

一部助成ではなく、市が福祉
バス事業として民間委託にし、

無料にできないか。
運用の見直しについては、本
年度スタートさせたばかりの事

業のため、利用状況の推移を見な
がら研究していく。

福祉避難所
「新しい福祉避難所の受け入
れ制度において、直接避難も

可能になった」と国はガイドライン
を改正した。今後の計画を示せ。

あらかじめ受け入れ対象者を
特定し、本人とその家族のみ

が避難する施設として、指定福祉
避難所の明確化を図っている。
　加えて、重要なことは「生活相
談員」の配置である。
　市としては、今年度中に加治木養
護学校や民間の社会福祉法人、姶
良市社会福祉協議会などと協議を行
い、条件の整った施設から指定福
祉避難所の指定を行う予定である。
　受入対象者についても、個別避
難計画の作成を行い、指定福祉避
難所の決定を行っていく。

問

福祉政策

福祉バス無料化

研究していく市長

有川 洋美

長年愛されてきた福祉バス

答

問

答

湯之谷川から弥勒に流れる用
水路を活用し、県道から、コ

カ・コーラの前を通り、別府川に
流すバイパス放水路を作る考えは
ないか。

有効な浸水対策であり今後の
整備方針の一つとして考えてい

るが、整備に多額な費用を要するこ
とから、優先度を考慮し計画的整
備に努めている。

水門の管理「開閉」は、管理
人の高齢化が進み危険な場所

もある。他市が行っている遠隔操
作を導入できないか。

自動転倒式ゲートに改修したこ
とから、要望や予定はない。

松原堤防の調整池の樹木、雑
草、土砂など年次計画で撤去

し調整池の最大の機能を発揮する
計画はないか。

浚渫の要望を県にしているが
実現に至ってない。今後調

査・研究していく。

問

浸水対策

木田・岩原・松原地区
周辺　　　　　　　　

計画的な整備に努める市長

堀  広子

答

問

答

問

答

● 新型コロナ感染症対策
● ヘルプマークの啓発

その他の質問● GIGAスクール構想
● コロナ感染症（国保の減免）
● 性的少数者への配慮

その他の質問

● 障がい者雇用
● 生活保護

その他の質問

公明党姶良市議団

失
敗
を
恐
れ
ず
使
っ
て
み
よ
う
!!

市政クラブ姶輝

若者の夢や希望を後押しできるまちへ
（議員インターンシップの様子）

毎年あふれる支線用水路（松原上）

第２回臨時議会（５月６日）
教 育 長（５月13日任期満了）
教育委員（６月13日任期満了）
の任命について同意しました。

表 彰表 彰

人 事人 事

湯之原　一郎  議員 ４年以上議長職

第３代・第４代議長（平成26年５月２日～平成30年４月24日）

東馬場　 弘   議員 第６代議長

　　　　　　　　　（令和２年５月１日～）

全国市議会
議長会より

「国と地方の協議の場等に関する特別委員会」の委員として会務運営に尽力

小倉　寛恒  氏

教育長

４期目（任期3年）

川畑　逸郎  氏

教育委員

３期目（任期４年）

姶良市誕生以来、４期目という長期にわたる任命になるが、
再任にあたってどのような検討を行ったか。
今教育現場においても新型コロナの影響で非常に厳しい状況に
あるが、22の小中学校をとりまとめ、姶良市ならではの教育スタ

イルを構築されてきた。また、GIGAスクールについても、非常にス
ムーズに対応してもらっており、高く評価している。
　これから先、給食センターの建設に向けてのレールづくり等、引き
続き子どもたちの安全安心にあたってもらいたい。

問

答

しゅんせつ

ギ   ガ
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保育所民営化

保育所民営化

保育所民営化

～4つの保育所・こども園 で園児の保護者と交流会～
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民
営
化
が
決
定
し
て
い
る
加
治

木
・
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・
重
富
の
保
育
所
と
大
楠
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園
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建
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計
画
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7月14日（水）開催7月20日（火）開催

7月31日（土）開催

子どもが行きたくなるような遊具や
おもちゃを設置してほしい！

子どもが今までどおり過ごせる
ようにしてほしいです。

雰囲気や行事などは変えて
ほしくないなぁ…。

7月17日（土）開催

保育所民営化

子ども館建設

体操や制作活動などのイベントが
あると行きたくなると思います。

子ども館建設

保育士さんや看護師さんがいると
安心。保健師さんに成長の経過を
チェックしてもらいたい。

子ども館建設

子ども館建設

子ども館建設

食事ができるスペースがあると
嬉しいな。

子ども館建設

作業療法士や心理士などの
専門家に常駐してほしいです。

子ども館建設

市役所に行かなくても色々な
手続きができると助かります。

子ども館建設

保育所民営化

保育所民営化

保育・行事・環境など、これまでと
変わらないといいんだけど…。

子どもの心の動揺が心配なので、
保育士さんは変わらないでいてほしい！

保育所民営化

保育所民営化
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子ども館建設
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加治木保育所 帖佐保育帖佐保育帖佐保育帖佐保育所
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の
皆
様
に
は

　
会
に
際
し
て
保
護
者
の
皆
様
に
は

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
、た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
お
忙
し
い
中
、本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
委
員
会
審
査
等
を
通
じ
て
市
政
に

反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

7月14日（水）開催7月20日（火）開催

7月31日（土）開催

制服やリュックは、今までのものが
使えるといいなぁ。

今までお世話になった保育士さん
には残ってもらいたいです！

保育士さんの待遇は
どうなるんでしょうか？

7月17日（土）開催

子ども館建設

子ども館建設

子ども館建設

子ども館建設

普通のおむつやプール用おむつの
自動販売機があると便利だと
思います！

子ども館建設

道路に面したところにはフェンスのような
飛び出し防止の対策をしてほしいです。

子ども館建設

子ども館建設

子ども館建設

子ども館建設

保育所民営化

保育所民営化

保育所民営化

保育所民営化

小学校４年生以上の児童は
利用できないの？

子ども館建設

看護師さんが常駐してくれると
ありがたいです。

子ども館建設

サラサラの砂場があれば
うれしいです！

子ども館建設

転園したい時は優先的に
転園できるのでしょうか？

保育所民営化

先生が変わらないか不安です。
保育所民営化

保育所民営化

7月20日（火）開催

7月31日（土）開催

子ども館建設

大楠ちびっ子園重富保育重富保育重富保育所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所重富保育所

加治木保育加治木保育加治木保育加治木保育所 帖佐保育所
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▲夏休み、思川で開催されたカヌー体験教室
・・・主催 池島子ども会 協力 B＆G錦江湾海洋クラブ主催 池島子ども会 協力 B＆G錦江湾海

傍聴席へどうぞ傍聴席へどうぞ
車いす席もあります

令和３年  第３回定例会は
9 月 1 日  開会

　
人
が
一
生
で
出
会
う
人

間
は
、平
均
約
３
万
人
。世

界
の
中
で
人
が
出
会
う
確

率
は
約
25
万
分
の
１
だ
そ

う
で
す
。出
会
い
は
も
う

奇
跡
と
い
え
ま
す
。こ
の

議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
、

奇
跡
に
も
出
会
え
る
方
々

に
、
こ
れ
か
ら
も
分
か
り

や
す
く
、
ま
た
見
や
す
い

議
会
だ
よ
り
を
作
っ
て
い

き
た
い
。初
め
て
の
広
報

班
に
な
り
初
め
て
編
集
後

記
の
担
当
に
な
っ
た
私
の

思
い
で
す
。鈴

木
俊
二
議
員

編
集
・
発
行
責
任
者

議
　
長
　

東
馬
場
　
弘

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　
　
　（
広
報
班
）

班
　
長    

和
田

里
志

副
班
長    

有
川

洋
美

委
　
員      

新
福   

愛
子

竹
下
日
出
志

峯
下      

洋

田
口   

幸
一

湯
之
原
一
郎

鈴
木   

俊
二

岩
下
陽
太
郎

松
元   

卓
也

萩
原   

哲
郎

編
集
後
記

傍 聴 席傍 聴 席傍 聴 席から傍 聴 席傍 聴 席傍 聴 席からからから
● 議会が行政チェックするという点で、以前より
良くなっていると感じる。議員も市側の言うな
りとはならず、自分で勉強や調査をし、市との意
思疎通を図り、議員相互も意見を戦わせて市政
発展のため、それぞれががんばってほしい。

● 野球教室だけでも決まれば一つでも子ども達に
嬉しい報告ができて、コロナ禍で我慢している
ところでホッとする事だと思います。楽しい事
を作り出しておくことも必要だと思います。

● 市長の答弁が的確で、自分の言葉で話されるの
がとても分かりやすく納得がいった。傍聴に来
て良かった。

● 初めて市議会を傍聴しました。多角的な視点で、
姶良市がよりよくなるよう議論が行われ、実行
できるよう、議会運営が行われればと願います。
議員は市民の代表です。

● 「ネガティブ・ケイパビリティ」という言葉を初
めて知りました。パンデミック時代、自然災害を
身近に察知しなければならない時代になり、耳
に入れたくない言葉がまん延する社会になって
きました。負のスパイラルに自分が巻き込まれ
ないためにも、常に明るい発見や発想が必要だ
なと思いました。

● 「全国から集まる大学」という考えを聞いて、姶
良はそういう土地の可能性を充分そなえている
と捉えなければ、姶良の土地の可能性は見えて
こないと思いました。「姶良カルデラ」火山の地
質学研究大学等、世界が注目する素地をもって
いる鹿児島です。その中央にある姶良市です！
地質学は農業、防災にもつながり身近な環境を
研究することなので、住んで暮らしてこそおも
しろい研究者が育成されていくのではないのか
と思うところでした。

お詫びと訂正お詫びと訂正
前号NO.42 号、P5の堂森忠夫議員の反対討論
【誤】　「本庁舎を耐震構造にすると」
【正】　「本庁舎を免震構造にすると」
でした。お詫びして訂正させて頂きます。

画題　「躍る」　南日本写真展入選作品

　５月４･５日、思川河川敷に掲げられていた「鯉のぼり」がライト
アップされました。
　この写真は、いつも議会だよりを楽しみにしているという川尻
宣博さん（松原町）から提供されたものです。

令
和
３
年
８
月
31
日
発
行

〒
８
９
９ｰ

５
４
９
２
　
鹿
児
島
県
姶
良
市
宮
島
町
25
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
９
９
５
）６
６ｰ

３
１
９
７
　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
９
９
５
）６
５ｰ

２
３
７
２

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
議
会
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その時、議会は？ 付帯決議ｐ2

コロナ禍を乗り切るｐ5

市民目線で１２人が市政を質すｐ9

子育て世代の声を聴くｐ14

姶 良 市 議 会 だ よ り
あ
い
ら
市
議
会
だ
よ
り
No.
43

AIA IGASA

No.43

6月
定例会
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